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図表1 急性期治療を必要とする疾患と割合及び実施されている治療・処置  

内容  

カテゴリ   人数  割合％  実施されている専門的な治療・処置   

悪性腫癌（血液疾患を含む）   138  24．4  放射線治療・抗悪性腫癌剤・麻薬等   

急性の脳血管系疾患（脳梗塞、脳出血等）   125  22．1  ドレナージの管理等   

急性の心血管系疾患（急性心筋梗塞、急性心不全等）   55   9，7  抗不整脈剤・昇圧剤・麻薬等   

急性の呼吸器系疾患（急性呼吸不全、急性肺炎等）   38   6．7  免疫抑制剤・ドレナージの管理等   

急性の消化器系疾患（大腸イレウス、急性膵炎等）   35   6．2  ドレナージの管理・麻薬等   

外傷・敗血症等   27   4月  ドレナージの管理・昇圧剤・麻薬等   

自己免疫疾患   8   1．4  抗悪性腫癌剤・免疫抑制剤等   

その他   152  26．9  

病名不明   21   3．7  

※ 速報値につき後日変更があり得るものである（以下同じ）  

図表2 「重症度・看護必要度評価票」‘特殊な治療法等’、「急性期一般  

病棟用（案）」■‘専門的な治療・処置’  

重症度・看護必要度評価票   

（ハイケアユニット）  
急性期病院一般病棟  

A モニタノング及び処置等  Aモニタノング及び処置等  

喜門的な治療・処置   

①抗悪性腫癌剤（注射薬）の使用  

②麻薬（注射薬）の使用  

③放射線治療  

④免疫抑制剤（注射薬・内服薬）の使用  

⑤昇圧剤（注射薬）の使用  

⑥抗不整脈剤（注射薬）の使用  

⑦ドレナージの管理   

15 特殊な治療法等   

・CHDF（持続的血液濾過透析）  

・lABP（大動脈バルーンバンビング）  

・PCPS（経皮的心肺補助法）  

・補助人工心臓  

・ICP（頭蓋内圧）測定  

等  



図表3 専門的な治療・処置内容別割合  

N＝40，272  

専門的な治療・処置   割合％   

ドレナージの管理   7．2   

免疫抑制剤（注射薬・内服薬）の使用   3．5   

抗悪性腫療剤（注射薬）の使用   2．3   

麻薬（注射薬）の使用   1．7   

昇圧剤（注射薬）の使用   1．7   

放射線治療   1．2   

抗不整脈剤（注射薬）の使用   0．8   

図表4 一般病棟の重症度・看護必要度に係る評価票（案）  

血圧測定  

時間尿測定   

呼吸ケア  

点滴ライン同時3本以上  

心電図モニター  

シー」ンジポンプの使用  

輸血や血液製剤の使用  

専門的な治療・処置  

①抗悪性腫癌剤の使用  

②麻薬注射薬の使用  

③放射線治療  

④免疫抑制剤の使用  

⑤昇圧剤の使用  

⑥抗不整脈剤の使用  

⑦ドレナージの管理   
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『急性期入院医療における看護職員配置と看護必要度に関する実態調査』  
一看護業務量に関する調査（タイムスタディ）（速報値）－  

※ 速報値につき後日変更があり得るものである。  

1 病院の概要  

2）設置主体  

国   公立   公的   
社会保険関 係団体  医療法人  その他の  

7対1   
施設数   3   6   2   10  

（％）   2．9％   8．8％   1了．6％   5．9％   20．6％   14．7％   29．4％   

10対1   
施設数   0   2   2   0   

（％）   0．0％   33．3％   22．2％   11．1％   22．2％   0．0％   11．1％   

3）病床数（一般病棟）  

1～99床  100～199床  200～499床  500床以上   

7対1   
施設数   2  3   20   9  

（％）   5．9％   8．8％   58．8％   26．5％   

10対1   
施設数   2   0   5   

（％）   22．2％   0．0％   55．6％   22．2％   

2 病棟の概要  

1）調査対象病棟の病棟タイプ   

届出区分   
全体   内科系  内科系  外科系  

単科   単科  混合  混合   

7対1   
34   0   2   13   8   8   0   3  

100．0％   0．0％   5．9％   38．2％   23．5％   23．5％   0．0％   8．8％   

10対1   
10   3   0   2   2  

100．0％  30．0％   0．0％   20．0％   30．0％   10．0％   10．0％   20．0％   

3 調査対象患者の年齢  

（2）調査対象患者の年齢構成  

年齢区分  全体   75歳以上  無回答   

7対1   
人数   419   90   110   218   0  

（％）   100．0％   0．2％   21．5％   26．3％   52．0％   0．0％   

10対1   
人数   147   34   35   67   10  

（％）   100．0％   0．7％   23．1％   23．8％   45．6％   6．8％   
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4 業務時間分析  
1）総看護提供晴間と大分尖   別看護提供晴間（平均値：分）  

総看護提  

・；＝＝＝   世話   置にイ半う   

7対1（N＝419）  265．11  208．01   48．63   4．05   4．42   
10対1（N＝147）  204．45  160．62  35．91   4．38   3，54   

注：大分類に該当する中分類の項目  

療養上の世話：清潔・整容、更衣、排泄、食事■栄養・補液、起居と体位変換、移乗、移動（施設内）  
運動（身体）機能の維持促進、問題行動、巡視・観察・測定、コミュニケーション  
教育、入退院一外出、寝具・リネン、環境、入院・入所者の物品管理、洗濯  
その他の見守り、入退院  

薬物療法、呼吸器系、循環器系、腎・泌尿器系、運動器系、皮膚系、感覚器系、生殖器系  
手術関連、新生児関連、放射線療法、検査・採取・治療等、診療援助、感染予防  
死後のケア  

運動器系機能の評価、運動器系機能の訓練、生活基本動作の拡大、物理療法、運動療法  
高次機能などの評価、言語療法、作業療法、その他のリハ関連  

連絡・報告、情報収集、ケア関連会議・記録  

治療・処置に  
伴う看護：  

機能訓練：  

看護管理：  
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『急性期入院医療における看護職員配置と看護必要度に関する実態調査』  

－7対1入院基本料算定施設 追加調査（速報値）－  

※ 速報値につき後日変更があり得るものである。  

1 病院の概要  

2）設置主体  

国   公立   公的   
社会保険   医療法人  その他の  

・個人   法人   

7対1   
施設数   1   34   8   66   10   50  

（％）   0．5％   8．6％   18．4％   4．3％  35．7％   5．4％  27．0％   

2 病棟の概要  

（1）一般病棟の病棟タイプ  

届出区分   
全体   内科系  外科系  内科系  外科系  内科・外  全科混合  

単科   ＝＝   

混合   利．混合   

7対1   

1，120   148   116   175   234   13   174  

100．0％   13．2％   10．4％   15．7％   20．9％   1．2％   15．6％   

届出区分   
小児科  小児科・  その他  無回答   

その他   ・ 産娼人料   

7対1   

29   13   69   6   8   14   87   32  

2．6％   1．2％   6．2％   0．5％   0．7％   1．3％   7．8％   2．9％   

（4）一般病棟入院患者の年齢構成  

0歳以上～  

年齢区分  全体   15歳未満  15歳以上 
75歳以上  無回答   

7対1   
人数   40，272   1．964  15，101   9，359  13，374   474  

（％）   100．0％   4．9％   37．5％   23．2％   33．2％   1．2％   
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3「専門的な治療・処置」・「重症度・看護必要度」の各項目の回答  

（1）「専門的な治療・処置」   



（2）「重症度・看護必要度」A得点  

3 血圧測定＊  ■11回以上田6～10回ロ0～5回  

19．4瀾  78．7   

l  l  

％  

0．0  10．0  20．0  30．0  40．0  50．0  60．0  70．0  80．0  90．0  100．0  

★ ハイケアユニット入院管理料の施設基準に係る評価票において、「0回」「1～10回」「11回以上」で測定しているものを  

修正して調査した。  

了   
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（3）「重症度・看護必要度」B得点  

1床上安静の指示（n＝40，272 以下同じ）  

■ありロなし  

86．8  

0．0  10．0  20．0  30．0  40．0  50．0  60．0  70．0  80．0  90．0  100．0  

2 どちらかの手を胸元まで持ち上げられる  

■できない□できる  

0．0  10．0  20．0  30．0  40．0  50．0  60．0  70．0  80．0  90．0  100．0  

3 寝返り  
■できない琵何かにつかまればできる□できる  

0．0  10．0  20．0  30．0  40．0  50．0  60．0  70．0  80．0  90．0  100．0  

4 起き上がり  
■できないロできる  

0．0  10．0  20．0  30．0  40．0  50．0  60．0  70．0  80．0  90．0  100．0  

5 座位保持  

■できない国支えがあればできるロできる  

0．0  10．0  20．0  30．0  40．0  50．0  60．0  70．0  80．0  90．0  100．0   



・  
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11他者への意思の伝達  

■できない団できる時とできない時がある□できる  

0，0  10．0  20．0  30．0  40．0  50．0  60．0  70．0  80．0  90．0  100．0  

12 診療・療養上の指示が通じる  
■いいえ□はい  

0．0  10．0  20．0  30．0  40．0  50．0  60．0  70．0  80．0  90．0  100．0  

13 危険行動への対応  
1あるロない  

0．0  10．0  20．0  30．0  40．0  50．0  60．0  70．0  80．0  90．0  100．0  
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＜平成19年10月3日 基本小委 補足資料＞   

看護必要度 （一般病棟入院基本料）  
※ データ：病院ベース  

1．地域別  

A得点  

7対1  

10対1  10対1  

13対1  13対1  

－1一  



2．設置主体別  

7対1  

10対1  10対1  

施設数  平均   分散  標準偏差  値  を 最小値   

国   10  139  92 0．34   

公立   26  0 05   0．22   2．35  

公的   14  0 07   0 26   1．94  

社△保険関係団体   7  0 08  2．12  

医療法人・個人   47    O Z8   0．53  

′学校法人   2  0 07   0 26  

13対1  13対1  

施設数  平均   分散  標準偏差  最大値  

国  2  120  

公立  14  q. lo 0 32   214  

公的  3  012   0．34   2．01  

も会  保険関係団体   0 92  

人・個人   36    014   0 38  

人   
0  

－ 2 －  

一－－  



3．特定機能病院・地域医療支援病院  

A得点   

7対1  

4．三次救急 ・  ニ次救急  

A得点  

7対1  

ー 3 一   



5．病棟タイプ別  

A得点  

7対1  

10対1  10対1  

－ 4 －  



13対1  13対1  

施設数  平均   分散  標準偏差  最大値  

内科系単科   9  1．56  

外科系単科   7  0．23   0．48   2．50  

内科系混合   20  0．07   0．27   1．96  

外科系混合   17  0．29   0．54   3．00   

内科・外科混合   38  0．38   0．62  

全科混合   32  0．29   0．54   2．80  

小児科のみ   0  

小児科・その他   2  0．33   0．57   2．06  

産婦人科のみ   0  

産婦人科・その他   4  0 27  

小児科・産婦人科   0  

救急   ロ  6．25  

ス他  1．98  

忘、）  

一 5 －  




